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ゴミ収集と焼却プラントの年次計画
　　　　　　　　　　　，

射場本　勘市郎＊

坂　井　英　昭＊＊

久保田　忠　男＊＊

　　　　　　Aゐ・η9τeγ蹴γeα吻P♂απ・ズRerz↓se　C・〃ecご∫・η

　　　　　　αηゴ∫πdηεγ副。ηP♂απ‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　κα伽∫cんガγ0／β1騒40ro

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H∫（ぎeα勉　　　s憾κ湾∫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アαdαo　　　　κびβOTA

　　　　　　　　　　　　　　AβsアR湾。ア

　Tんeデe／～乙5epγ0砒Cげr・”正C勲e？Lピs　grα4πα鞠♂eveZ・吻9ゴ鏡置S解α癬孟雪α撮意S脚鞠珈

P70POγεぬηめPγ09γe∬0〆0遅γ飾es，

　1η齢pαpe・，言んe罐ん・・Sん鷹厘eぬ・es伽αオe‘んe侮耀ツαんε・ズ8ゲ・ω∫π9ズαCε・γSα6・編

オんeγe∫πSe，απ硯伽，　C・↑πeεO　Pγ・ノeC握んe剛’・照什er秘Seγe伽ツα’6・‘んω甜んC・♂’eC言‘・ηSgSεεm

απdεπc碗eγαオピ。πsgsεem．

　丁痂s蜘π㎜αのe卿～ピCαδ～e言0置んe運輸陀SCα’e　cεオ’es’読e　SαPPOγ0．

！．緒　　　　　言　　　　　　馳

　従来「ゴミ処理事業」に1週しては，地方行政においてある程度財源を犠牲にして行わねばならぬと

いう圏定観念があった。その財政的な負担を軽滅する爲的から，先に当研究塞で「ごみ収集のモデル

計綱」lDを発表し，収集・毅棄および焼却方式について一応の検討を行った。今回は都市発展に伴う

ゴミ排掲量と質の変化を重点に，さらに計瞬豹なゴミ処理事業のプロジェクトを試みた。すなわち，

住民の生活が向上する1こつれて排出されるゴミ量は増大し，その内容は紙・布等のセルローズ系物質

が多くを占める。やがてゴミは燃料の一種としで扱われ，発生熱量の売却によって収集費をまかなう

処理方法を考えるべきであろう。欧米ではゴミ焼却プラントと地域暖房を組み合せた例が多い。

しかしゴミの量・質ともに劣る我屡の現状では独立採算は困難と思われるが，将来における可能性は

充分にある。そのためには長期的視野に立って発展要素（人口分布・ゴミ彙・ゴミ質）の雛移を発きわめ

合理的な取集爵’陶あるいは焼却プラントの設計を行いたいQ

＊　　産業環境に学1謬1㌃1整　教技

＊＊大ρ噛揮充修む課君i　　学生

（1）衛生工学第13号　昭和41年11月
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　以上のような背景のもとに筆者らは札幌レベルの中鄙市を想定し、モデル的に今後20年間の耳き展要

素を考察した。それに基づくプラントの立地および収集エリアの設定、塵設費と収集費さらに熱量単

鱗の算：定も試みた，

　発展伏況の考察に当って、筆者らはまず人口の動向に着屋し、その伸びが成長曲線で表わされると

判断して取扱った。ゴミ量・質の椎移に関しては想定される緩・急2種の成長について検討を試みた。

人口密度、ゴミ扉出力および発熱力の地域分布については都心からの油彩モデルを考えその直径断面

に関して正視分布で表わされるものとし、収集計嘱に関する限りプラントは中心にあるものとみなし

かっゴミの季節変動はないものと仮定した。なお収集費の算出に際して「ごみ収集のモデル計i簡（D

における在来方式とワンマン方式の両者を比較した。

2．記号の説明
　以下、この論文で使用する記号を一活して掲げる。

　2．1　発展要素

中心からの距雑

都心人口密度

κ地点の人口密鹿

半径τ内の人口

総　人　口

人口密度分布に関する係数

都心ゴミ排出力

」〔地点のゴミ排出力

全市平均ゴミ排出力

半径コ。内ゴミ排出量

総ゴミ排出量

ゴミ雛出力分布に関する係数

都心ゴミ発熱力

必地点のゴミ発熱力

全市平均ゴミ発熱力

半径エ内ゴミ発熱量

総ゴミ発熱量

ゴミ発熱力分布に関する係数

置　〔k薩1〕

P・　〔万人／雁〕

Pτ　〔万入／k㎡〕

蕊　〔万人〕

N・・〔万人〕

ρ　〔1／刷

M・　〔トン／万入〕

ル∫■　〔トン／万人〕

ハ4。。　〔トン／万人｝

肌　〔トン〕

W・・〔トン〕

刎　〔1／k㎡〕

Ho　〔Gcα’／トン〕

H¢　〔Gcα1／トン｝

1ノ。。　〔Gcα♂／トンモ

Q・〔Gcα♂〕

Q。。〔Ocα♂〕

’乙　〔工／k講

また、年次経過の区別を明確にするために添字πを各記号の後に1寸目する。例えばπ年後のコC地点

のゴミ排出力はM…　である，

　2．2　収集モデル

　（1＞算　出　薩

　　　実動1時闘当り収集費用　　　　　　孟 〔円／二
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　　半径κ内の延往復走行距離

　　半径κ内の延収集走行距離

　　出走：行時闘

　　収集車田台数

　　収集凸凹台数

（　2　）　　言三と定で直

　　半径上の往復走行速度

　　κ円周上の収集走行速度

　　収集車積載量

　　積込み能力

　　実動時間

　　ノk員数　G璽率云手）

　　人員数（積込み員）

　　人件費に関する定数

　　車綱費に関する定数

　　入と車の割増し係数

　　走行燃料費に関する定数

　　積込み燃料費に関する定数

3．発展要素

3．1　設定条件

s、　〔㎞〕

五、　〔㎞〕

T　〔んγ3

δ　〔台〕

か　〔台〕

　・〔㎞／んγ〕
ひ、

伍　　〔㎞／加）

τ　〔トン／台〕

　ホ　　　ホ
η躍・ηo　〔トン／ノ～’・〕

オ　ξんγ／日〕

μ　〔入／台）

ψ　〔人／台）

　　ホR　　〔円／乃r（実動）〕

C＊＊＊ k円／んγ（実動）〕

λ　〔一〕

E　〔円／㎞）

κ　　　　〔円／んγ　（珪又集走宇テ）　〕

20

　　2

　　1．25，0。85

　　5

　　1

　　2

420
487
　　1．1

　　5

112

発展要素は次の設定条件を満たすものとする。

（1）1＞。。，P。，諒。。，M・，π・。，　H・はいずれもηの函数であり，成長曲線すなわち

y。一Y。漏（y。。一y。）｛1－eκρ（一αη）1 （3・1・1）

の形で表わされるものとする。従って現在の各要素！V。。・・．P。。，，翻・。・・沼4脚，　H・・峨∫∫脚は

既知の値とし，π＝15あるいはπ＝20での値を想定して（3・1・1）式を定める。具体的な設

定儘については3．2で述べる。

（2）Pか。，M。．。，1f。．。はそれぞれ次式で表わされる。

　　　　　　　　　　　　　　P＿＝P川ドe⑳ρ（一P71）κ （3・1・2）

　＊添撫．・は各々／1兼ノノ式，ワンマンノ∫式を示し，また・，・は衡疑行浦藻定行を～乏わす。

　＊＊入件費に関する一り」の費粥（給与・施、；斐・経費）を念み，年腿の作業日数を311日として算出。

＊＊＊｝巨輌に関する費lil（償却・整備・力笹設〉だが，燃料費は含まない。

一3一



4

　　Mエ．π　謹Mo．π　　。　e」σρ←ηη）　」σ2

　　伍π一H。．η：…ρ（一ゐ。）、，・

ノしノ

優って

　　鵡・・一∫・・凪・ぬ

　　　0　　　一・P・・η／・・如一・・廠

　　　　　0
　　　一π㌘｛1一卿←・・）…1

同様に

　　肌．。イ2窟・…餓・・…

　　　0
　　　一π砦1縣砦〔1…Pト臥＋副の

　　・…イ2・鵬・。畝・η踊・・

　　　0
　　　πPo．πMo．ηHo・π
　　　　Pπ十9πη十ゐ．
また、

　　　　　　πP。．π　　’ピπL．Nκ．η二1＞Q。．η謹

　　　　　　　Pπ　rJ〔→QO故に

　　　πP。．η　　Pπ＝　　　！V。。．π

　　　一πP譜σ’π一・・

　　　πPo・πハ40．η∫∬o．7L
　　　　　　　一（Pη十7伽〉　　んη＝
　　　　Q。。．。
ただし

　　w。。覗＝M。。．π・／＞。。覗

　　Qc。．π罵HQ。一π　・Wαアπ

3．2設定値
（1）総人口および都心人口密度

N。。・・と　とP・．。について次の設定を行う。

（3・レ3）

（3・1・4）

（3・1・5）

（3・1・6）

〔1－e」σP｛一（P・＋㎜汁ん，、）1コσ2〕　（3。1。7）

（3・1・8）

（3・レ9）

（3・1・10）

（3・1・11）

（3・1・！2）

π
0 15 OQ

N。。・・ 100 150 200
1）。・π 8 10 12

一4一
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従って（3・1・1）式から次の2式を得る。

　　　／Vも。一η驚100　｛2－e」じρ（一一〇．046π）｝　　　　　　　　　　　　　　　　（3・2。、1）

　　　jPo，η＝4　｛3－e」Cρ（一〇．046π）｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3・2・2）

（2）　ヨ≒井…昌♂1プコ

諏。。一・およびM…につ．いては発展の緩・急を考え、それぞれ小・大2種の設定を行う。

π
0 20 ○○

小 5 10 14
一M。・一η

大 5 12．5 16

小 1e 16 20
M。．，貢

大 10 20 24

　（3・1・1）式から次の4式を得る。

　　　海○○．η（11、）瓢9　｛1．56－eκp（一〇．041π）　｝

　　　五1『QQ．η　（大）　＝コ11　｛】．。45一εコ〔p（一〇．053η　）　1

　　　躍。．a（小〉凱10｛2一¢⑳p（一一〇。046η＞l

　　　Mo．，、　（大）　＝14　｛1．71－eκp（一〇．062π　）　｝

（3）多各癸客プコ

＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
H。。．。については小・大2種、H。噌は1種のみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の設定を行う。

（3・2・3＞

（3・2・4）

（3・2・5）

（3・2・6）

π
0 20 ○○

一H。。．π

小 1 1．6 2

大 1 2 2．4

H。．η 2 2．6 3

（3・1・ユ）式から次の3式を得る。

　　∫ノ、o．η　（ノJ、）　簿2一εoじp（一一〇．046π　）

　　H．。．。（大）窺1．4｛1．71－e卯（一〇．062π）1

　　1∫o，刃コ3－eコcp（一〇．0467L）

（3・2・7）

（3・2・8）

（3・2・9）

＊∫ノ。・ηは現在2〔Gcα’／トン〕であり将来ゴミが金てセルローズになったとしても3〔Gcα」ノトン〕なので、1種で充

　分と．考えた。
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　3．3　必要要素

　最終的に収集計画およびプラント設計に必要な要素はW。・・、Q、．．である。3．2の各式から求め

た5年ごとの設定値を（3・1・5）～（3・1・12）式に代入し、その結果を表一1に示す。横軸に」〔、縦

軸にQ…　／W…　をとりグラフ化したのが図一1および図～2である。ただし3．2で述べた、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M。…（小）

M。。伽M・覗、亙。。一。の大小2種の設定により、いくつかの組合せが考えられ、検討の結果ム4…（小）

　　π。。．。（大）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17。。，。（小）

と　M・…（大）がQ輝／W。．。の年次経過における実用上の下限と上限を示すものとして表一！およ

　　H。。，。（大＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r1口。。・・（小）　　1口。。．・（大）

び図一1、図一2を定めた。この範囲を越える極端な場合として　M。・・（大〉と　M・．・（小〉があり、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　百。。．。（小）　　亙。。．・・（大）

他の組合せは全て図一1および図一2の範囲に含まれる。

π
0 5 10 15 20

N。。．η 100 120 140 150 160

P。．π 8 9 9．5 10 10．5

Pη 0，251 0，236 0，214 0，210 0，206

一M。。，。（小） 800 1100 1350 1600
w。。．。

一M・。．・（大）

500

900 1300 1650 2000

M。．π

（小） 12 14 15 16

（大〉

！0

13 16 18 20
壇・…（小）M…（小）

0，190 0，170 0，139 0，124
㎜　π

壇・・一・（大）M…（大） 0，250

0，174 0，140 0，132 0，122

Q。。．。

∬。。．・・（小）一M・・覗（小）

960 1540 2020 2550

亙・…（大）M。。，。（大）
500

1170 2200 、2970 4000

H。．η 2 2．2 2．4 2．5 2．6

んπ

夏・・一・（小＞M。。・・（小）M。．。（小）

0，353 0，270 0，241 0，207

亙・…伏＞M・・一・（大）ル1…（大） 0，504

0，283 0，150 0，134 0，099

表一1発展要素の年次経過
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　　　　2．5

織鯉伺／

‘幽

Q、0

1．5

1．o

30G
（トン）

500

300ハ

〔トン）

300

〔トン）

700

5GOO

400

goo

500

700｝

300

〔トン）

1100

600

M。。（小＞

M。（小）

H。。（小）

900

1300

700

％二20

1500

η嵩10

η議5

π徽0

o 1 2 3 κ〔ゐ〃〕

図一1　エリアと平均発熱力

2．5

寄〔G卿，．〕

22．0

L5

／1．〔〕

300

〔トン）500

3〔1〔｝

（トン）

70囲

う00

300
〔トン）

　．茎oo

900

11OO

70〔｝

501）

6〔．10

300
〔トン）

1300

goo

70e

．正50σ

M。。（大）

M・（大）

H。。（大）

1700

1100

％濡20

1900

η箒圭。

η皿5

π罵0

2 1 2 3 κ〔ん・〕

図一2　エリアと平均発熱力

一7一



8

　4．収集モデル
　前回（2）に加えて，今回の収集モデルは，人口密度および撲出力がκにより変化する場合について述

べる。プラントの立地を円形市街の中心に仮定し，地域内のゴミは全てその炉で処理されるものとす

る。また，収集に関する経済比較を試みるため，在来方式およびワンマン方式に分けて検討する。

　中心から％地点に巾」κ＊の円帯を考え，両サイド壱∠κから集まるゴミを積込むものとする。　（図

一3参照）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　排出量：」骸鍛2πP・M認℃κP｛一（ρ十肌）κ層｝4κ（4・1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　延台数：コδπ；」貼／τ　　　　　　　　（4・2）
　　　　　　＼、

　　　　ゴ繋　　収顯距離・・ムー…　（・・3）
　　　　キ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　　　⊥、晶が彿往儲灘、・S。。、鰯．　（、．．4＞

　　　　　　＿一＿、、各　　　　　命一1品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　σ　　　　　　（i滞1， 2，
3，・・…’－層つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。πP鵡〔1卿ト価。）。・｝〕（、．2）’

　　図一3　収集および往復走行　　　　　　　　　（P擁）τ

（4・3）式は積分できないので，級数の和で求めると（図一3参照）

　　　　　　　・「孝1…一・・，孝1（　　1L｝｝　　2）・　・緬　　　（…）’

（4・4）式を積分すると

　　　　　　　・・イ…一響1τ〔／即｛一（・加）薇＿｛一い）げ｝〕

　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

　　　　　　　　　－2罪．．〔タ論5㌔施綱一（吻）♂｝〕　（…）’

　＊本論文では4τ＝0．05㎞を用いる。

＊＊誤差函数

②「ごみ収集のモデル計画」衛生工学第13号
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また，収集走鴛速度を次式で表わされるものとすれば（後の積分および級数を容易にするため）

　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　び・㍉・÷1’磁　　　　　　　　（4’5＞

図一3において，駕篇コ。’での速度猛は

　　　　　　　　　　　　・（・一音幽・

　　　　　　　　a瓢　　　　　　　　　　　・び。。
　　　　　　　　　　　　　　1　　　つ
　　　　　　　　　　　　｛（L－　　2）騨一＋1

さらに延時閲，実台数については

　　　　　　　　　　　sπ
　　　　　　　　T5雄
　　　　　　　　　　　仏

　　　　　　　　脚継・謡1

　　　　　　　　　　　骸　　　 πz2」工　　　　4π　　　！　2

　　　　　　　　　　＝　　＋　　一＋　　　・一Σ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」κ　　　　　　　　　　　ηω　　び”。。　　　び紗。。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f篇1
　　　　　　　　雪イ三三需

　　　　　　　　　　　骸　　π動ズ　　耽
　　　　　　　　　　＝　　　峠一　　　　率

D躍譜

1

2ピ4

　　　　1　　2　　1

　　　一Σu⑰。。　　△κ　　　　　　　　2二一1
　　　　　　沖王

（4・5）

（4・6）

（4・7）

η。　　び・。。

T5十丁摺

0。＝

　3
Tδ十丁。。

オ

（4・8）

（娃・9＞

（4・10）

ノ

　5。収集エリアと炉

　収集エリアおよび焼却炉に関する設定条件を挙げる。

　　　1）収集エワァは炉に近い地区が優先し，半径はせいぜい2．5kmである。

　　　2）炉は5年ごとに1プラントつつ増設し，酎絹年数は最大20年とする。

　　　3）炉の種類は300ト7H・400ト「／1…｛およびその倍数を考える。

　　　4）炉の処理能力およびゴミ発熱力と建設費の関係は附録1に掲げる。

　図一1および2から明らかのように，同じ量のゴミを排出するエリアは年々狭くなり，一方ゴミの

発熱力は高くなるので，炉の設置にあたってはこれに留意する必要がある。

　例えば図一2の場合，300P炉の設置にあたっては増設が予定される5年後の時点における熱出力＊

L95G／毎を定格とすべきである。また，プラントが複数になった場合のエリア分舗方法も一考を要

＊ゴミ焼炉のボイラ効率を80％と兄なした，以下ゴミ発熱〔Gcα13と有効熱〔σ〕との区鴉に注意〃

一9一
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しそれについても検討した。　（附録H参照）

　上に述べた条件と図一1，2の発展状態から，筆者らは現窪および5年後，10年後に設置すべき炉

の処理能力および熱出力を表一2の如く定めた。

　　　　　　　　　　　　表一2　炉の処理能力および熱出力

現　　　　　　在 5　　年　　後 10　　年　　後

設　　　置　　　炉 300　トン 400　トン 300　トン 400　トン

小 大 小 大 小 大

発熱力〔（認／トン〕 1．85 L95 1．80 2．25 1．85 2．40

炉熱出力（G／先。〕 18．5 19．5 24．0 30．0 18．5 3LO

　6。熱量単価

　熱量単価構成の比較検討を試みる。

なお，収集費の算出にあたり，実数値は「ごみ収集のモデル計画」を参照し，入件費や車輔費等につ

いては金て実動時闇当りに換算して用いた。その算出法と結果をそれぞれ（6・1♪式と表一3に示

す。また，プラント関係の実数値は新たに検討して算定した。　（詳しくは附録工を参照）計算結果を

十一4に掲げる。

　　　　　　　　洞四卿）冊α．（s・＋しのE．（恥／η）K　（6，1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　孟　　　　　　　　孟

　（6・1＞武の右辺第一項は人件費と車韓1費，第3項と第4項はそれぞれ走行燃料費と積込み燃料

費に関する項である。
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表一3　収集費の内訳 単位〔．騨レり、，〕

小 大

経　　　年 0～ 5 5　～　10 10～ ・5 5　～　圭0 10～

炉 3GOトン 3GOトン 7GO　トン 700　トン 紛OGトン 300トン 700　トン 700　トン 1100トン

在来方式 9．43 9．Ol 19．55 18．99 27．17 8．87 19．26 18．71 29．38

ワンマン方式 3．79 3．7G 8．46 8．36 12．01 3．70 8．42 8．32 13．12

車輌費

在来方式 3．66 3．49 7．83 7．35 10．51 3．43 7．45 7．23 1L35

ワンマン方式 4．39 429 9．8G 9．70 13。9婆 4．29 9．75 9．65 15．21

燃料・費

在来方式 0．59 L36 1．3荏 L％ 0．57 L35 L33 2．14

ワンマン方式 0。8婆 0．82 L95 L93 2．81 0．蟹 1．95 L93 3．07

在来方式 13．68 13．07 28．73 27．68 39．〔彊
12．87 28．06 2727 違2．87

ワンマン．方式 9．02 8．81 20．21 19．99 28．76 8．93 20．12 19．9G 3L40

．在来方式
5．91 5．74 8．85

事務経費

ワンマン方式
2．87 2．74 8．19 2．70 5．82 5．65

在来方式 圭6．55 圭5，81 34．64 33．42 47．83 15．57 33．88 32．92 5L72
合　　計

ワンマン方式 1L89 11．55 26．12 25．73 36．95 11．63 25．94 25．55 40．25

単位〔万円／購〕

取集費

在来方武 83．3 79．0 173．0 167．0 239．0 77．9 169．4 164．6 258．6

ワンマン方式 59．5 58．0 130．5 128．5 185．0 58．2 129．7 127．8 201．3

表一4　プラント費用の内訳
単位〔万円／日〕

経　　年 0　～　　5 5　～　10 10　～

炉 300トン 700トン 1，000トン 1，100トン

小 大 小 大 ・1・ 大

資　　本　　費 53．54 54．98 1！9．86 127．33 17330 222．04

人　件　費 3．09 3．09 6．18 6．18 9．27 9．27

篭　力　費 5．35 5．50 1L98 12．74 17．34 20．10

水　費 0．90 0．90 2．10 2．10 3．00 3．30

朕　捨　費 0．90 0．90 2．10 2．10 3．00 3．30

修　繕　費 5．35 5．50 11．98 12．74 17．34 20．10

管　理　費 0．93 0．93 1．86 1．86 2．79 2．79

小　　　言．卜 16．52 16．82 36．20 37．72 52．74 58．86

プラン　ト費用 70．06 71．80 156．06 165．05 226．14 280．90

　．表一3，4で求めた収集費とプラント費用をそれぞれ収集ゴミ董と収集熱：量で割って得たゴミ塗単

備と熱量単仙iを．表一5に示すQ

一11一
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表一5 ゴミ量単価と熱量単価

単位　〔円／　トン〕

小 大

経　　　　　年 0　～　5 5　～　！0 10～ 0　～　5 5　～　10 10～

炉 300トン 300トン 700トン 700トン 1，000トン 300トン 300トン 700トン 700トン 1，100トン

収　集 2767 2634 2472 2386 239G 2767 2595 2420 2351 2351

在来方式
プラント 2335 2335 2229 2229 2261 2393 2393 2358 2358 2554

計 5102 4969 4701 4615 4651 5160 填988 4778 47⑪9 婆905

収　集 198荏 1934 1865 1836 1850 1984 1938 1853 1825 1830

ワンマン方式

プラント 2335 2335 2229 2229 2261 2393 2393 2358 2358 2554

計 4319 4269 4094 4065 4111 4377 4331 4211 4183 438繧

単位〔円ノG〕

収　　集 2639 1790 2289 1666 1966 2639 1681 1965 1400 1589

在来方式
プラント 2229 1586 2，064 1557 1860 2284 1550 191崔 1404 工725

計 4868 3376 4353 3223 3826 4923 3231 3879 280塁 3314

収　　集 1893 1314 1726 1283 1523 1893 1255 1504 1086 1236

ワンマン方式

プラント 2229 1586 2G64 1557 186Q 2284 1550 1914 14q4 1725

計 4122 2900 3790 2840 3383 嘆177 2805 3418 2490 2961

単位〔Gcα1／日〕

収　集　熱量 393 552 945 12器 1520 393 579 1078 1470 2035

一12一
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売熱を見込んだ経済収支を表二6に掲げる。

　　　　　　　　　　　　　　　表　一・6 経　済　収　支

単位〔円／G｝

小 大

経　　　　年 0　～　5 5　～　10 10～ 0　～　5 5　～　10 夏0～

炉 300トン 300トン 700トン 700トン LOOOトン 300トン 3⑪0トン 700トン 700トン 1，100トン

　　　＊

x　出
在来方式 填868 3376 4353 3223 3826 4923 3231 3879 28（｝4 3314

ワンマン方式 嘆122 2900 3790 2840 3383 4177 28⑪5 3418 249G 2961

売　　　熱
2000 2000 2000 2000 2000 2000 2000 2000 2000 2000

収　　入
切　　符＊＊ 463 330 450 338 399 填63 314 394 289 328

　＊＊＊

禔@支
在来方式

一2娃⑪5 一1046 一1903 一885 一1427 一2460 一917 一1485 一515 一986

ワンマン方式 一2122 一900 一1790 一840 一1383 一2177 一805 一1418 一4go 一96王

表一7 国忌助去ある船

単位　ξ円／G〕

在来方式 一1837 一642 一1328 一486 一951　－1877 一522 一992 一153 一572
収　　支

ワンマン方式 一1554 一496 一1215 一喋41 一907　－1594 一410 一925 一128 一5棲7

附録　王

1－1　建設費

炉の処理能力およびゴミの発熱力と建設費の関係を図一至，Hに示す。

案

金　2

L6

1

〔｝『6

寒

費　　2

L5

ll．5

‘（｝ 〔｝，5 i ユ．5 2　処理能力

図一1　炉の処理能力と建設費

ID　　　　　ll．5　　　　　1　　　　　L5　　　　　2　　艶然力

　図一II　ゴミの発熱力と建設費

　＊プラント経費（資本費・経常費）を含むQ

　＊＊485円／トン　ただしワンマン方式は無料。

＊＊＊年間収支については稿末に掲げる。
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　ただし，グラフの縦軸，横軸は基準となる炉の処理能力およびゴミの発熱力と建設費を1％磁と

して目盛ってある。

　鯨出例〕

　300トン／El，1．5Gcα～／トンの建設費15億円（基準）のとき，400トン／EL　2Gcα」／トンの建設費を求

める。

　　　　図一1より　横軸400トン／300トン＝1．33のとき縦軸1．25

　　　　図一Hより横軸2G・・♂／ト・／1・5G・α」／トンー1．33のとき継1・由1・15である。

　　建設費1泓π記は15億円であるから

　　　　　〔400トン／EL　2GcαZ／トンの建設費〕＝15億円×1．25×1．15＝21．56億円

レ2　経常費
　（1）人件費

（2）肇琶プコ肇㌣

（3＞月／かく野～

（4）∫天捨肇～

（5）f彦糸善費

（6）　管垂里委～

．並列2炉で24時間運転し，作業は8時悶交代とする。炉ごとに2人配

置して，それにクレーンマン1入で計5人。3交代の他に計堂1人を

置いて延16人とした。よって年間給与は960万円となる。

300トン炉（ゴミ発熱力1．5Gcα♂／トン）の庵力費を1500万「q／年とし，

炉の処理能力とゴミ発熱力が増えた場合の電力費は，前述した建設費

の算出法と同様にして行なう。

　1日あたりの使用水量を，炉の処理能力と同値とする。

単価は30円／トンとする。

　1日当りの灰塗は，炉の処理能力の1割を見込み，捨場は往復1時間

ほどの地点にあるとした。5トン積トラックの借上げ料は1000円／触

　と兇る。

年閲に建設費の1％を兇込む。

現業人件費の30％とする。

　附録　H

　収集エリア内の平均ゴミ発熱力が炉の熱出力の範囲内ならば，複数のプラントの場合も，各プラン

トが受け持つエリアは単に収集エリアを処理能力に応じて扇形に分割すればよい。

　ところが・ゴミ質の成長が激しい図一2の場合，10年後では第1プラントがゴミ発熱力に耐えられ

なくなる恐れがある。従って，第1プラントはエリア内周辺部のゴミを処理し，カロリーの高い中心

街は他のプラントが受け持つ形となる。

一14一
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　　鵠」

「／

　その際の分害li法について述べると，今，第1プラン

トの焼却ξ…∫能なゴミ発熱力を馬とし，収集エリアの半

径を蜘（概知）とするQ半径鐙　の中心部工蓬ノァを除

いた円帯部での発熱力が¢1であるならば

Q伽一Qコ〔～

レ翫⑰一wコ。ガ
篇（zユ

収集エリアの分割

これより

q三瓢

（ρ→フ7～）H・ 　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つεη｛一（P＋舩一ん）かご｝一eκP｛一（P十肌紐）κo一｝

ノノ騰フ1ドi・・乃 鰯ト（ρ切球｝一即ト（P一晦＞fも｝

このノ∫程式を解くことによつで翫を求め左上図のような分割を行なえばよい。

　7．結　　言

　ゴミ取集のモデル化，サービス・エリアの検討，さらには焼却炉の年次計画，そして最終的には，

熱量単1繭構成による経済取支の比較検討を行なった。これを要約すると次表のようになる。
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収 集

変化 小

〔万円／年〕

経　　　　　　　　　年 0　～　　5 5　～　10 10　～

炉　　　　　． 300　トン 700　トン 1000i・ン

在　　来 4！58 8823 ！．2225

資　　本
ワンマン 5048 1．1340 1．6214

支　　　出

在　　来 2．1002 4．4094 6，2】50

経　　當
ワンマン 1．3117 2．8974 4．1244

在　　来 4525 LO558 1．6592収入

．切　　符

ワンマン ｝ ～ 一

在　　来 一2，0635 一4，2359 一5，7783
合　　　　計

ワンマン 一1，8165 一4，0314 一5，7458

プラント

在　　来
資　　本

ワンマン

1．6651 3．7276 5．3927
支　　　繊

在　　来
経　　常

ワンマン

5138 1．1258 1．6402

収入 在　　来
売　　熱

ワンヤン
2．3512 5．4672 7．5635

在　　来 1363
合　　　　計

ワンマン

6138 5306

総 合

収　　　　支
在　　来 一1，8912 一3，6219 一5，2477

ワンマン 一1，1977 一2，3616 一3，5560

もし国廊補助がプラント建設費のN割有った場合の差引額

荏　　来
！667N 3731N 5394N差　　引　額

ワンマン

一16一
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収　一 〔万円／年〕

経　　　　　　　年 0　～　　5 5　～　10 10　～

炉 300　トン 700　トン 1100トン

在　　来 4129 8538 1β20王

資　　本
ワンマン 5048 1．1283 1．7692

支　　　出

在　　来 2．0858 4．34玉3 6．7223

経　　常
ワンマン 1．3254 2．8759 4．4598

在　　来 4525 1．0558 1．6592収　入

切　　符
ワンマン 一 一 ｝

在　　来 一2，0462 一4，1393 一6，3832
合　　　　計

ワンマン 一1，8302 一4，0042 一6，2290

プラント

複三　来
資　　本

ワンマン

1．7099 3．9600 6．9054支出

在　　来
経　　常

ワンマン

5231 1．1731 1．8305

収入 在　　来
売　　熱

ワンマン

2．4183 6β394 10．1075

在　　来

合　　　計
ワンマン

1853 1．2063 1．3716

総　合

収　　　　支
在　　来 一1，8609 一2，9332 一5，0116

ワンマン 一1，1924 一1，7421 一3，1982

補助がプラント建設費のN害賄った場合の差引額

差　　引　額
在　　来

1712！＞ 3964N 6912N

ワンマン
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